
今年は皆さんにとってどのような１年でしたか？今年の５月に新型コロナウイルス感染症が

感染症法５類に分類されました。コロナ前と同じとはいきませんが、数年ぶりのイベント開催が

増え、様々な経験やチャレンジができた１年だったのではないでしょうか。 

間もなく冬休みがやってきます。クリスマスやお正月等で楽しい日々が続きますが、特別な日

以外は学校へ登校する時と同じような生活サイクルで過ごすように心がけましょう。 

                                               
  
 

 
 
 
  

 
インフルエンザが全国で警報レベル 
厚⽣労働省は全国定点医療機関が１２⽉ 4 ⽇〜１０⽇に報告したインフルエンザの患者数は１６万
６,６９０⼈で１機関あたり３３.７２⼈だったと発表し、過去１０年で最も早く、警報レベルとされる３
０⼈を超えました。⼭梨県は前週⽐１.２２倍の２６.５９⼈でした。新型コロナウイルス対策でここ数
年、インフルエンザの患者数が⼤きく減少していました。専門家によると、免疫を持つ⼈が少なくなり例年よ
り１か⽉ほど早く感染が広がっているそうです。 

⼭梨県が全国で新型コロナウイルス感染者数第２位︕︖ 
全国の新型コロナウイルスの患者数においては１２⽉４〜１０⽇の報告では計 1 万７,３７９⼈で１
医療機関当たり３.５２⼈だったと発表されています。前週⽐１.２８倍で 3 週連続の増加、全都道府
県で増えています。1 医療機関当たりの感染者数は北海道に次いで⼭梨県は 2 位(７.７６⼈)と⾼い
状態です。 
 
 
  
 
以下のサイトでは⼭梨県における新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの流⾏状況・警報地域に加
えて、⼭梨県で現在流⾏している感染症の状況について、予防対策や注意点についても取り上げていま
す。検索バーに「やまなし 感染症」または以下右の URL を⼊⼒し、是非活⽤してみてください。 

https://www.pref.yamanashi.jp/kansensho_portal/index.html 
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年末年始にかけてインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症が同時流⾏する
恐れがあります。⼿洗い・アルコール消毒をこまめに⾏い、換気を⾏い、⼈が多
い所ではマスク着⽤をする等の対策を取りましょう。 



 
カイロを貼る部位別で効果的な温まり⽅を紹介しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
カイロ、湯たんぽは便利な⼀⽅、低温⽕傷を起こしやすく取り扱いに注意が必要です。 
⾼温⽕傷と違って低温⽕傷は「温かくて気持ちが良い温度」で起こります。じんわりゆっくり、厚いステーキに
⽕を通すのに、弱⽕でじっくり⽕を⼊れると中まで焼けますが、そのようなイメージです。低温⽕傷は気付い
た時には重症になっていた、という事がよくあります。 
 湯たんぽや電気あんか︓ 就寝時には布団から出すか、⾝体から離して置くようにしましょう。 
 貼るタイプのカイロ︓ ⾐類の上に貼り(薄い下着の上では⽕傷しやすい)、肌に直接触れないよう 

に注意しましょう。 
 ノートパソコン︓ バッテリーが熱くなり、低温やけどを引き起こすことがあります。⻑時間パソコンを膝の 

上に置いて作業する場合は要注意です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年明けに皆さんが元気に登校する姿を楽しみにしています︕ 
素敵な年末年始をお過ごしください。  


